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ラ ウ リ ー ノレ硫 酸 ソ ー ダ の 結 核 菌 及 び 抗 酸 菌

.変 異 に 及 ぼ す 影 響

(そ の3)「 ラ」加岡 ・片倉培地に継 代培養 したBCG及 び

人型結核菌F株 の免疫力及び毒力の 変化について

第9報 結核菌の発育に関する研究

徳島大学医学部細菌学教室

教授 吉 田 長 之

石 丸 脩 二

(受付 昭和29年10月28日)

は し が き

わた くしどもは,昭 和27年4月 第27回 結核病学会総

会及び27年10月 中国 ・四国地方学会第3回 総会 におい

て,ラ ウ リール硫酸 ソーダ(以 下 「ラ」 と略)加 培地 に

発育 した結核菌及び抗酸 菌の形態学的,生 物学的性状の

差異,結 核治療剤 に対 する抵抗性について発表 したが,

今回 は,昭和26年9月 から28年n月 まで2年2月 にわ

たつ て,「ラ」加培地 に35代 継 代培養 してえられたBCG

の免疫力及び人型結核菌F株 の毒 力の変化,さ らに同一

菌量 内にふ くまれ る生菌数の差異 について報 告 したい。

1実 験 方 法

,

1)実 験菌株:「 ラ」加 岡 ・片倉培地 に35代 継代培養

してえられたBCG,人F。 対照 として教室保存 のBCG,

人Fを 用いた。

2)免 疫 及び感染方法:BCG接 種法 は海狸左大腿 内

側 皮下に1mg宛,ま た入F感 染法は 右大腿内側皮下

に0.1mg宛 を接種した。

3)実 験要領:BCG接 …種4週 後に人F() .1mgを

感染 させ,10週 後に屠殺剖検 し,接 種局所,淋 巴腺,臓

器 の肉眼的変化の有無を観 察 した うえ,肺,

肝,脾,腎 の一定量を培養,一 部 をもつて組

織標本 を作つた 。
i◎◎

4)観 察事項及び観察方法

i)体 重の変化:毎 週1回,空 腹時をえら

んで測定 した.Pogitive

ii)「 ツ」反応の消長:海 狸 を用い,BCG%

接種後及び人F感 染後,毎 週1回 観察 した 。

iii)肉 眼的剖検所見:剖 検時 には鼠践i,

門脈・ 腸聞膜 ・気管,後 胸骨,後 腹膜等の各

淋巴腺 の腫脹 の有無,ま た内臓 諸器官 のうち.

肺,肝,脾,腎 等の結核性変 化を観察 した。

iv}臓 器培養:肺,肝,脾,腎 の一定量

を乳鉢 です りつぶ し,4%硫 酸水 中に30分

放置後遠 心沈澱 し,そ の沈渣 の1白 金耳を各

臓 器につ き,岡 ・片倉培地2本 に分離培養 し,約5週 間

で成績 を判定 した。

2実 験 成 績

1>体 重 の変化:各 群 著明な変化 は 認 められなかつ

た。

2)「 ッ」反応の消長:(表1,2参 照)「 ラ」BOG免

疫 群はBCG免 疫群に比 して,「ッ」反応の陽転す るのが

遅 い。 すなわち,4週 においてBCG群 は10頭 中4頭

陽性 となるが,「 ラ」BCG群 はわずか10頭 中2頭 陽

性 になつただけである。 しか し,10週 後には 「ラ」BCG

群が むしろ陽性 となるものが多かつた。 「ラ」人F群 と

人F群 との関係 もほぼBCGと 同様な経過 を示 した。

3》 内臓 及び淋巴腺 の肉眼的結核性病変:(表3,4参

照)

4)注 射 部位 の変 化:1一 ラ」BCG群 は3頭 潰瘍,残

り7頭 は搬痕 治癒 を示 し,BCG群 は全部癩痕治癒 を認

めた。「ラ」人F群 は2頭 潰瘍,残 り搬痕治癒であつた

が・ 人F群 は潰瘍 形成6頭 に及 び,搬 痕治癒はわずか

2頭 で・膿瘍 を作つた ものは2頭 であつたe

5)臓 器培養 所見 二 肺,肝,脾 におい ては,各 群とも
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Table3Schematicrepresentationoftuberculous

diseaseatnecropsy
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養 も陰性の もので あつて も,肺 では多少 とも変化が認 め

られ るが,腎 ではほ とん ど病変がみられ なかつた。

7)「 ラ」加培地 に 継代培養 してえられ た 変異菌 と原

株の同一菌重量内に含まれ る生菌数の差異

まず変異菌及び原 株の1eclmg菌 浮游 液を作 り,こ

れを200cc容 量三 角 コルペンを用いて,生 理 的食塩水

を もつて10進 稀釈 し,ユ 万倍稀釈液を作つた。 この稀

釈液 の0.1ccを 注射器で,岡 ・片倉培地10本 宛 に培養

し,5週 間後に菌数を計算 して平均値を取 つた。菌重量

lmg内 にふ くまれる生菌数 に換算す ると,rラ 」加培地

に継代培養 してえられたBCGの 生菌数 は310万,BCG

原株 は395万,「 ラ」人Fは475万,人Fは613万

とな り,補 正試験 として 「ラ」BCGを1.3mg,BCG原

株 を1.Omg培 養す ると,生 菌数 はそれぞれ124万,116

万であつた。 また,「 ラ」人Fを1.3mg,人

F原 株 を1.Omg培 養す ると,生 菌数 はそれ

ぞれ,581万,563万 とな り,ほ ぼ生菌 数は

一致 した
。す なわち,「 ラ」BCGI/BCG≒L,1.3

≒ 「ラ」人F/人Fの 割合であつた。
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に差異 はみ とめられないが,腎 臓 において,人F群 の

うち2頭 が陽性を示 した。

6)病 理組織標本所見;肉 眼的 に所見がな く,また培

む す び

1)体 重の変化 については,rラjBCG免

疫群 とBCG免 疫 群,及 び 「ラ」人F群 と人F

群 との間に億,あ ま り差異が認められなかつ

た。

2)「 ツ」反応の消長 は,fラ 」BCG群 が

BOG群 よ りも,ま た 「ラ」人F群 は人F群

よ りも 「ツ」反応が,お くれ て陽転す るが,全

経 過をおつてみ る と,著 明な差異は認 められ

なかつた。

3)内 臓の肉眼的結核性病変は,「ラ」BCG

群 のほ うがBCG群 よ り変化が強かつた。す

なわち,免 疫力がい くぶん低下 した ことを示

し,「 ラ」人F群 は,人F群 よ りも軽度では

あるが変化が弱かつた。す なわち,同 一菌重

量 を海狸 に接種 した場 合では,毒 力 の低下が

わずか ながら認められたわけである。

4)腎 臓の培養所見から比較す ると,人ll

群は,rラ 」人F群 よ りも陽性 を示す ものが

多かつた。

5)脾 臓 の平均重最を とつてみ る と,ilラ」

BCG群 は2.299,BCG群 は().919,iラ 」

人F群 は2・129,人F群 は2.529で あつ

た.

6》 海狸 に同一菌重量 を接 種 した実験 では。

「ラ」加 培地に35代 の長いあいだ,継 代培養 したBCG

の免疫力 は,わ ずかながら低下 してい ることを認 め,ま

た,「 ラ」加培地に35代,2年2月 間,継 代培養 してえ

一 一 ・17-一 一



182

ム

T三bレ ≠

31

36

Schematicrepresenta㌻ionoftuberculous

diseaseatneeropsy

3233

癬

貿

タツ

・⑥ マ

38

3435

39
2・128

40

られた人Fの 毒力は,軽 度 ではあるが・低下
ノ

を示 した もの と考 えられ る。

交献 は第10報 に一括す る。
,本 論交 の要 旨は昭和28年4月 第28回 日

本結 核病学会総会及 び28年5月 第26回 日

本細菌学会総会 で発表 した。 なお本実験 に

使用 したラウ リール硫酸曹達 は,武 田薬 島

工業 株式会社 製の ものであ る。
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